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	  静かな空はいつ戻る
　　　　　　厚木・嘉手納　爆音訴訟と最高裁
　　　　　　　　賠償認めるも、飛行差し止めならず


　　　沖縄県では
　　　米空軍嘉手納基地による騒音被害の損害賠償と夜間・早朝の飛行差し止めを国に求めていた第三次嘉手納爆音訴訟について、二月二三日那覇地裁沖縄支部が判決を下し、被害住民約二万二〇〇〇人に対して総額約三〇一億円を支払うよう国に命じました。
　　しかし米軍機の飛行差し止めについては認められませんでした。
「飛行差し止め」や「基地撤去」などの根本的解決策を取らない限り、騒音被害の原因たる米軍機の飛行は続く訳で、これからも賠償請求などの裁判が繰り返されることになると思われます。

神奈川県でも

「騒音がひどくて眠れない」「学校の授業も中断する」「テレビの音が聴こえない」「電話の相手の声が聴こえなくなる」など、厚木基地を離発着する航空機の騒音被害に悩む基地周辺住民が「静かな空を返せ」を合言葉に一九六〇年に「厚木基地爆音防止期成同盟」を結成しました。
一九七六年には、米軍機の飛行差し止めと損害賠償を求め、第一次の訴訟を起こしました。その後二次、三次と訴訟を起こしましたが、いずれも「爆音被害は住民の受忍限度を超える」として国に賠償金の支払いを命ずるものの、「飛行差し止め」は認めませんでした。

二〇〇七年から始まった第四次訴訟では、民事訴訟で「飛行差し止めと損害賠償」を求め、行政訴訟で「米軍機、自衛隊機の飛行差し止め」を求めました。原告団には約七〇〇〇名の住民が参加しました。
　　東京高裁では「米軍機の飛行差し止め」は認めなかったものの「自衛隊機の一部、夜間飛行を差し止める」という画期的な判決を下しました。
しかし、国、原告双方が上告したことにより最高裁で争われ、二〇一六年十二月八日に判決が出ました。
最高裁では「原告らは睡眠妨害や不快感、健康被害への不安などの精神的苦痛を反復的に受けている」と損害賠償を認めたものの、「自衛隊機の飛行差し止め」については「高度の公共性、公益性がある」などを理由に逆転却下となりました。
　　根本的な解決策を避けた最高裁は政治的判断を優先したといわれても仕方ないのではないでしょうか。
　二〇一七新春のつどい
　　　　　　　　　　　　　　一月六日
いちょう会と自治労県職労共催の「新春のつどい」が県庁近く大桟橋入口の「波止場会館」で開催されました。
まず主催者を代表して米倉委員長が「津久井やまゆり園の事件では障がい者を否定する考えがあり、ネットでもそれを支持する危険な風潮がある」と挨拶しました。来賓からは自治労県本部の蓼沼副委員長、県労連の芹沢議長、神奈川県の黒川副知事にご挨拶をいただき、いちょう会の大久保
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会長の音頭で乾杯に移りました。

そのあとは、楽団「音楽の森」の演奏を背景に、あちらこちらで旧交を温める会話に華が咲き、美味しい料理に舌鼓を打つ姿が見受けられました。
　今年も恒例の抽選会があり、多くの参加者に豪華な景品が当たりました。運よく当たった人は大きな声で応えていました。いちょう会々長賞のギフト券は二人の会員にあたりました。
　いちょう会からは二六名の参加がありました。
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　　　いちょう歌壇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝　沢　　章
山に住みあはれを詠みし良寛のあかざの味はいかなる味ぞ
　暮坪の蕪のおろしで飲み直す開戦の日のほろにがき舌
　人輪に踏みしだかれて無差別に吸い込まれゆくいちやうの末路
　受給者をいろはでつなぐ年金の戦時の思想いまもひそむる
　明らかに異人の書きしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らくしょ),落書)見ゆピカソのごとき性のひとふで
　朔風も共に行き交う交差点キャリーバックもごろごろごろと
　境界を一歩すすめばばんこくの人いきれするつきぢ場外
　絶え間なく流さる水に洗はれて仄かひかるるぴんころの石
　剝き出しの天井裏に絡みつき苦悩をつたふあまたひもせん
　閉ざされし霞が関のうら社会　ひんこん見ずに曲芸はげむ
　わが影をしたがへ歌の街に来ぬこの身にふかく余韻をもとめ
築地市場見学
一月二四日　
　当日は横浜駅に集合し、京浜急行と地下鉄を乗り継ぎ「築地市場」駅へ向かいました。そこで現地集合の会員と合流しました。駅前で会長から「浅草にあった本願寺別院が明暦の大火で焼け、この場所に移転した時、まだ海だったところを埋め立てたので築地という」「日本橋の魚市場と京橋の青物市場が移転し昭和一〇年に開場した」と説明がありました。
　築地市場、いわゆる「場内」の入り口で日本語、英語、ロシア語、中国語、韓国語で注意事項が書かれた「場内」の案内図を受け取り、ガードマンの横を通り「場内」へ。
　まず「魚がし横丁」へ。ここは「場内」で働く人や「水産・青果仲卸業者売場」へ魚介類等を仕入れに来るプロの料理人が立ち寄る「刃物」「乾物」「食器」などを扱う店や、「寿司屋」「団子屋」などの店が約一二〇店集まっています。この中には牛丼で有名な「吉野家」の一号店もありました。
　次に本命の「水産仲卸御者売場」へと向かいましたが、途中場内の通路は「ターレ」という小型の運搬車やトラックが行きかい、周りに注意を払いながらの移動となりました。ここでは「ターレ」が主役で私たちは「邪魔者」というわけです。
　「水産仲卸業者売場」は、プロの人が仕入れに来るのは朝方で、それが終る一〇時以降に一般人の立ち入りが認められます。売場は「第一大通路」等ターレが走れる通路と、それと直角に交わる人がやっと通れる小路によって仕切られています。会員は一列になって売場を見て回りました。
　その後「波除神社」で巨大な獅
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子頭を見学し、賑やかな「場外市場」を見て回りました。会員の中には散策途中で目星を付けたお店で昼食をとるべく、それぞれお目当てのお店へ向かいました。

　参加された会員の方からは「築地市場見学、初めてで驚いたこと。市場の広さ、規模が大きいこと、古いこと。通行人、歩行者が多いこと。」（Ｋさん）「現在注目されている所ですし、神奈川県民としても大いに関心を持っていました。確かに相当老朽化していると見受けました。都民の台所として新しくなってほしいところです。」（Ｉさん）との感想をいただきました。
会員二一名が参加しました。
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政策制度要求実現院内集会
二月一六日　
　第一九三通常国会に向け日本退職者連合の政策制度要求集会が開催されました。
　阿部会長は「医療介護の法律の改正案が出るが、給付の削減であり反対である。」と訴えました。
　「社会保障制度に関する二〇一七年春の要求」として「高額療養費制度の高齢者の負担上限額引き上げを撤回すること」など医療制度四項目、「利用者負担割合の三割負担新設を撤回すること」など介護保険制度六項目を厚労省へ申し入れることとしました。

　いちょう会からは三名が参加しました。
　県本部女性連絡会議総会
新役員に山崎さん
　　　　　　　　　一月三〇日
　自治労県本部退職者会の女性連絡会議第七回定期総会が地域労働文化会館で開催されました。

　三好代表は「アメリカではトランプ大統領の発言が物議をかもしている」「東京の小池知事くらいのバイタリティがあったらいいと思う。」などと挨拶しました。
　来賓として県本部退職者会の高久副会長、現職の自治労県本部の谷口書記次長が出席し、それぞれ激励の挨拶をしました。
　菊地事務局長から「二〇一六年度活動報告」、そして、現役時代の助け合いの絆を絶やさず、退職者全体の諸課題に取り組むことを柱とした「二〇一七年度活動方針（案）」が提案され、全員一致で承認されました。
　最後に「新役員（案）」が提案、承認されましたが、「いちょう会」の常任幹事である山崎公江さんが事務局次長に選出されました。
　総会に続いて「断捨離で『今』を整える」と題した公演がありました。
　いちょう会からは三名が参加しました。
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退職予定者説明会
　今年も二月十三日と二一日に地共済神奈川県支部による退職予定者説明会が開催され、併せて二一五名が年休を使って参加しました。
　昨年と異なり再任用を希望する職員も参加できることになり、参加者が増加しました。
　いちょう会では、自治労県職労と協力していちょう会への加入を呼びかけました。

　「銀杏」編集作業

「銀杏」は、二〇名の会員の方から原稿をお寄せいただくことができました。
今回も経費削減のため、印刷・折り・丁合は役員の手作業で行い、最後の製本だけは専門業者にお願いしました。
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訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　森田恭弘　さん

　　二〇一六年一〇月三一日
ミニ情報
県庁本庁舎向かいで港郵便局隣りの「神奈川県庁分庁舎」の建替え工事が始まりました。

　新しい庁舎の規模は、地上十三階・地下一階、用途は庁舎・店舗、
二〇一七年三月着工で二〇一九年三月三一日に完了予定です。
　行事予定
○かながわシニア集会

　　三月二二日　十三時半～

　　ワークピア横浜

○県中央メーデー

　　四月二九日　一〇時～
　　横浜臨港パーク
○憲法集会

　　五月三日　十三時～

東京・有明防災公園
